



ー（William Faulkner, 1897-1962）やアーネスト・ヘミングウェイ（Ernest 
Hemingway, 1899-1961）等と並び、二〇世紀アメリカ文学を代表する文豪として、
世界各地で様々な言語に翻訳され、多くの愛読者に親しまれ受容されてきた。とり
わけ、『トーティーヤ・フラット』（Tortilla Flat, 1935）、『疑わしき戦い』（In Dubious 
Battle, 1936）、『ハツカネズミと人間』（Of Mice and Men, 1937）、『長い平野』（The 
Long Valley, 1938）、『怒りのぶどう』（The Grapes of Wrath, 1939）、『キャナリー・
ロウ』（Cannery Row, 1945）、『エデンの東』（East of Eden, 1952）、『チャーリーと













－ 2－ － 3－
その一方で繰り返し表出される人間観、世界観もある。スタインベックの場合も例外
ではない。本稿の目的は彼の「ノーベル文学賞受賞演説」（Speech Accepting the 



















































スタインベックは海洋生物学者・エドワート・F・リケッツ（Edward F. Ricketts, 


















史実を参照』（Cup of Gold: A Life of Henry Morgan, Buccaneer, with Occasional 
























































































にも共振・共鳴している。彼は『「エデンの東」創作日誌』（Journal of a Nobel: The 
East of Eden Letters, 1969）の中で、偉大な人間の一人としてイエス・キリスト（Jesus 
Christ）とともに、東洋思想を代表して釈迦（Buddha）や老子（Lao Tzu）の名前を
挙げている。なかでも、彼の物語世界は『キャナリ ・ーロウ』、『楽しい木曜日』（Sweet 
Thursday, 1954）、『真珠』（The Pearl, 1947）、『エデンの東』等の中で、老子の説く「無





Malory, 1405-1471）の『アーサー王の死』（Le Morte D’Arthur CA. 1470）にある。
彼は幼少の頃からこの作品に魅せられ、その物語世界がパラドックスに満ち溢れて
いることを読み取り、自分の文学観・人生観を形成・構築している。彼は実際、処
女作『黄金の杯』から遺稿として残された『アーサー王と気高き騎士』（The Acts of 
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